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１１ ははじじ めめにに

も と も と 「 肢体不自由」 と いう 言葉は、 肢＝四肢（ 手足） 及び体＝体幹（ 胴

体） が不自由（ 意のま ま に な ら な いこ と ） と いう 意味で し た が、 一般的には、

身体の一部に損傷や欠損があり 不自由さ を 抱え て いる 場合も 含めた 言葉と し て

認識さ れて いま す。

身体を 「 意のま ま に動かす」 に は、 情報を 伝達する 神経系と 実際に働き 運動

を おこ す筋肉・ 関節・ 骨な ど の体の全て が正し く 機能する 必要があ り ま す。 そ

の体のど こ かに障がいがあ る と 、「 意のま ま に 動かす」 と いう 動作がス ムーズに

で き な く な り ま す。 そ のた め、 原因や部位によ り 、 出現する 症状は様々で 、 一

人一人が抱え る 不自由さ も 違いま す。

肢体不自由のあ る 人の疾患別の原因は、脳性麻痺、脊髄損傷、脳血管障がい、

進行性筋萎縮症、 骨関節疾患、 リ ウマ チ 性疾患が主な も ので す。

全国障害者ス ポーツ 大会の肢体不自由の障害区分で は、 身体の各部位ご と に

分けて 判定し て いま す。 全国障害者ス ポーツ 大会で 、 肢体不自由のある 人が出

場で き る 競技は、「 陸上競技」、「 水泳」、「 ア ーチ ェ リ ー」、「 卓球」、「 フ ラ イ ン グ

ディ ス ク 」、「 車いすバス ケ ッ ト ボール」、「 ボッ チ ャ 」 で す。（ 車いすバス ケ ッ ト

ボールは車いすを 使用し て いる 肢体不自由の人に限り ま す。）

２２ 肢肢体体不不自自由由のの特特徴徴

（（ １１ ）） 体体温温調調節節がが難難しし いい方方もも いいるる 。。
脊髄を 損傷し た 人は、 手足が動かな いだ けで な く 、 感覚も な く な り 、 体温

調節が困難な こ と も あり ま す。

（（ ２２ ）） 話話すすここ とと がが困困難難なな 方方もも いいるる 。。
脳原性麻痺の人には、 発語の障がいに 加え 、 顔や手足な ど が自分の意思と

は関係な く 動いて し ま う た め、 言葉を 伝え にく い人も いま す。

３３ 肢肢体体不不自自由由ののああるる 人人のの理理解解
以前は、 肢体不自由のあ る 人は、 可能な 限り 「 自立」 を 目指し 、 障がいの改

善に向けて 、 理学療法や作業療法、 言語聴覚療法と いっ た リ ハビ リ テ ーシ ョ ン

を 受け、 障がいを 克服し よ う と し て いま し た 。

し かし 、 Ｉ Ｃ Ｆ （ 国際生活機能分類） の考え が広ま り 、 最近は、 障がいを マ

イ ナス 面（ 社会的不利） から で はな く 、 プ ラ ス 面で 捉え る こ と で 、「 障がいを 改

善・ 克服」 する ので はな く 、 障がいがあっ て も 、 今ある 機能を 生かし 、「 条件が

そ ろ え ば活動で き る 」 と いう 考え 方に変わっ て き て いま す。

肢体不自由のあ る 人にと っ て 、 活動で き る 「 条件」 と は、 ど のよ う な も のだ
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と 思いま すか。 例え ば、 車いすに 乗っ た 人が階段を 上る に は、 大変な 労力、 そ

し て 危険を 伴いま す。 こ のよ う な 段差の解消な ど のハード 面の条件を 整備する

こ と 、 ま た 、 階段を 上る と き に、 周り の人のサポート があ れば、 階段を よ り 安

全に上る こ と がで き ま す。 こ のよ う な 人的支援（ ＝ソ フ ト 面） の整備が考え ら

れま す。

４４ 肢肢体体不不自自由由ののああるる 人人のの心心のの理理解解
肢体不自由のあ る 人だ から と いっ て 特別な 心理特性を 持っ て いる わけで はあ

り ま せん。 し かし 、 事故や病気に よ っ て 突然手や脚を 失っ た 人にと っ て 、 そ れ

は、 二度と 元に戻ら な い喪失体験を する こ と にな り ま す。 ま た 、 先天的に障が

いのある 人において も 、 そ の育ち の過程で（ 特に思春期において ）、 自身の障が

いに対し 、 失望や不安を 感じ る 場合があり ま す。 そ のよ う な 状態に 、 本人が自

身の障がいを 認め、 心理的葛藤な ど を 乗り 越え 、 前向き な 気持ち で 障がいと 向

き 合っ て いく こ と を 「 障がいの受容」 と いいま す。 こ の価値観を 獲得する ま で

の過程に は、 我々の想像を 超え る 長く 深いも のがあ る こ と を 理解する こ と が大

切で す。 ま た 、「 障がいの受容」 に至る ま で の時間には個人差があり 、 必ずし も

全て の人が「 障がいの受容」 に至っ て いる わけで はな いこ と も 理解し て おく 必

要があり ま す。

「 障がいの受容」 に至る ま で に は、 自尊心の高ま り が必要だ と 言われて いま

す。 自尊心と は、 自分の人格を 大切にする 気持ち のこ と で す。 身体に不自由が

あ る こ と で 、「 やっ て も ら う 自分」「 で き な い自分」 と いう 現実が積み重な り 、

自分の存在価値を 低く し て し ま う こ と があ り ま す。 障がいのある 人と 接する 場

合、 そ れが介護・ 介助、 あ る いはボラ ン テ ィ ア の立場で あ っ て も 、 人と し て 対

等な 立場で 対応し 、 本人の良さ を 伝え た り 、 頑張り を た た え た り 、 話を よ く 聞

いた り し て 、 本人の存在価値を 認める こ と が大切で す。

５５ ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン ののポポイイ ンン トト

（（ １１ ）） ここ ちち らら かからら 言言葉葉をを かかけけ、、 どど ののよよ うう なな ササポポーートト がが必必要要かか確確認認しし

まま しし ょょ うう 。。

肢体不自由のある 人の障がいの程度は様々で 、 自力で 移動で き る 人も 多く

いる 一方で 、 車いすがな いと 自力で は移動で き な い人も いま す。 自分から 積

極的に言葉を かけ、 そ の人にど のよ う な サポート が必要か確認し ま し ょ う 。

（（ ２２ ）） 直直接接本本人人とと ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン をを とと りり まま しし ょょ うう 。。
車いすな ど を 使用し て いる 人のそ ばに は、 家族や介助者な ど （ 全国障害者

ス ポーツ 大会で は、 そ のよ う な 人を 「 選手団役員」 と いいま す。） がいる こ

と があり ま すが、 た と え 選手団役員と 一緒だ と し て も 、 直接本人に話し か

け、 本人の意思を 確認し ま し ょ う 。

（（ ３３ ）） 同同じじ 目目線線のの高高ささ でで 会会話話をを しし まま しし ょょ うう 。
車いすを 使用し て いる 人にと っ て 、 相手が立っ た ま ま だ と 、 長時間見上げ
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る こ と に な り 、 首に負担がかかっ て 疲労を 感じ て し ま いま す。 ま た 、 見下ろ

さ れる よ う な 印象を 受け、 心理的な 負担を 感じ る 人も いま す。 そ のた め、 車

いすを 使用し て いる 人と 会話を する と き は、 少し し ゃ がむな ど 、 同じ 目線の

高さ で 話を し ま し ょ う 。

（（ ４４ ）） 分分かからら なな いいとと きき はは遠遠慮慮せせずずにに聞聞きき 返返しし まま しし ょょ うう 。。
肢体不自由のある 人の中には、 脳原性麻痺な ど によ り 、 口元を 思う よ う に

動かせず、 言葉が聞き 取り にく い人も いま すが、 一生懸命自分の意思を 伝え

よ う と し て いま す。 相手の言葉が聞き 取れな く て も 、 分かっ た ふり を せず、

繰り 返し 聞いて き ち んと 確認し ま し ょ う 。

（（ ５５ ）） 個個人人のの障障ががいいのの特特性性にに応応じじ たたササポポーートト をを 心心掛掛けけまま しし ょょ うう 。。
例え ば、 車いすを 使用し て いる 人を サポート する 場合は、 普段は何気な く

通り 過ぎ て いる 小さ な 段差にも 注意する 必要があ り ま すし 、 手指に障がいが

あり 、 文字を 書く こ と が難し い人を サポート する 場合は、 伝え た いこ と を 代

筆する な ど 、 そ の人に必要な サポート は異な る ので 、 事前にど のよ う な サポ

ート が必要か確認し ま し ょ う 。 と き には、 必要に 応じ て いつで も サポート で

き る よ う にし て 、「 見守る 」 こ と も 大切で す。
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